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【手続補正書】
【提出日】平成27年4月15日(2015.4.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　癌を有するヒト患者からの生体試料中のＣＤ７４－ＲＯＳ融合ポリヌクレオチドを検出
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することを含む方法であって、前記生体試料は癌細胞を含む、方法。
【請求項２】
　前記検出は、第一プライマーは配列番号４の１－６３６ヌクレオチドまたはその相補体
から成るポリヌクレオチドにハイブリダイズし、第二プライマーは配列番号６の５７５６
－７３６８ヌクレオチドまたはその相補体から成るポリヌクレオチドにハイブリダイズす
る、一対のプライマーを使用し、前記試料からのポリヌクレオチドを用いたポリヌクレオ
チド増幅反応を行うこと、および、
　増幅生成物の有無を検出することにより前記生体試料中のＣＤ７４－ＲＯＳ融合ポリヌ
クレオチドの有無を検出すること、を含む請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ポリヌクレオチドはＤＮＡである、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ポリヌクレオチドはＲＮＡである、請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記生体試料は腫瘍生検試料、胸水試料、または血液試料である、請求項２に記載の方
法。
【請求項６】
　前記癌は肺癌である、請求項２に記載の方法。
【請求項７】
　前記肺癌は非小細胞肺癌（ＮＳＣＬＣ）である、請求項７に記載の方法。
【請求項８】
　前記検出は、配列番号１のアミノ酸配列を含むＣＤ７４－ＲＯＳ融合ポリペプチドをコ
ードするヌクレオチド配列を含むＣＤ７４－ＲＯＳ融合ゲノムＤＮＡにハイブリダイズす
る蛍光標識した核酸プローブを用いた蛍光ｉｎ　ｓｉｔｕハイブリダイゼーションアッセ
イを行うこと、および、
前記生体試料中のＣＤ７４－ＲＯＳ融合ゲノムＤＮＡの有無を検出すること、を含む請求
項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記生体試料は腫瘍生検試料、胸水試料、または血液試料である、請求項８に記載の方
法。
【請求項１０】
　前記癌は肺癌である、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記肺癌は非小細胞肺癌（ＮＳＣＬＣ）である、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記検出は核酸シークエンシングを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記シークエンシングは、前記ＣＤ７４－ＲＯＳ融合ポリヌクレオチドの融合ジャンク
ション配列を決定することを含む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　非小細胞肺癌（ＮＳＣＬＣ）の進行を抑制するための抗体または小分子化合物を含む医
薬であって、前記ＮＳＣＬＣは、ＣＤ７４－ＲＯＳ融合ポリヌクレオチドまたは前記ＣＤ
７４－ＲＯＳ融合ポリヌクレオチドにコードされるＣＤ７４－ＲＯＳ融合ポリペプチドの
存在により特徴付けられ、前記ＣＤ７４－ＲＯＳ融合ポリヌクレオチドは配列番号２のヌ
クレオチド配列または配列番号１のアミノ酸配列を含むＣＤ７４－ＲＯＳ融合ポリペプチ
ドをコードするヌクレオチド配列を含み、前記抗体または小分子化合物はＣＤ７４－ＲＯ
Ｓ融合ポリヌクレオチドの発現および／またはＣＤ７４－ＲＯＳ融合ポリペプチドの活性
を抑制することを特徴とする、医薬。
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